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N19a 連星相互作用によって駆動される周期変動超新星
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X線連星や重力波源天体などのコンパクト天体を含むような連星系は、過去に必ず連星系内の超新星爆発を経
る。また、Ibや Ic型超新星に代表される水素欠乏超新星も連星系内での超新星爆発が起きていることが確実視さ
れている。しかし、実際に連星系内で超新星爆発が起きているという具体的な観測例はこれまでに見つかってこ
なかった。しかし近年、SN2022jliや SN2022mopなど、連星系に起因するとされる周期変動を示す超新星が複数
発見されてきている。本研究では実際に近接連星系内で超新星爆発が起きた場合にどのような観測的特徴が現れ
るかを理論的に予測し、SN2022jliと比較した。
具体的には、以下のようなシナリオを考察する。まず、連星系内で超新星爆発が起き、その爆風が伴星と衝突

することで外層を加熱し膨張させる。新たに生まれた中性子星がまだ伴星に束縛されている場合、中性子星は膨
張外層中を楕円軌道で公転し、高い降着率でガスを降着しながらそのフィードバックによって超新星を内側から
加熱する。降着率は軌道位相によって異なるため、超新星光度曲線は周期変動すると考えられる。我々はこのシ
ナリオを３次元流体シミュレーションによって再現し、光度曲線をモデル化した。その結果、周期変動しながら
光度が落ちていくという SN2022jliの定性的な振舞いを再現することに成功した。また、ほかにも SN2022jliの特
徴であるダブルピーク構造、250日前後に起きた突然の減光及び 200日前後に発見されたGeVガンマ線の起源に
ついても一定のモデル化に成功した。本発表ではこれらの結果に基きX線連星等の起源についても議論する。


